
（有機化学Ｉ・２枚中の１枚目） 

[有機化学 I（基礎）]（全２題） 

[問題１] 

 

問 Ａ 次の化合物を水中における塩基性の強さの順に並べよ（不等号（＞）を用いよ）。

そして、そのように考えた理由を述べよ。 

問 Ｂ 次に示す２つの化合物AおよびBの太字で示した水素原子を脱プロトン化したい。

A, Bのうち、どちらが脱プロトン化されやすいか。(a), (b)の各組について、理由と

ともに答えよ。 

問 Ｃ 酢酸エチル(A)と-ブチロラクトン(B)はともにエステル官能基をもつ炭素数４の

化合物であり、分子量にもほとんど差がない。しかし、その沸点は大きく異なる。

その理由を述べよ。 

問 Ｄ プロペンに対する臭化水素の付加反応は、下式に示すように反応条件 a)および b)

により主生成物が異なる。このように主生成物が異なる理由を説明せよ。 

 
 
 
 
問 Ｅ エタノールと酢酸から酢酸エチルを合成する際に H2

18O を加えた。生成物である酢

酸エチルに酸素の同位体は導入されるか。導入される場合には、どの位置に導入さ

れるか。理由とともに答えよ。 
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（有機化学Ｉ・２枚中の２枚目） 
[問題２] 

 
問 Ａ 1) 以下に示す有機合成反応について、与えられた出発物質から目的化合物を選択

的に合成する経路を、必要な試薬、条件とともに示せ。その際、中間体である各ス

テップの生成物も構造式で示せ。なお、下式に示す矢印（→）の数と合成のステッ

プ数とは関係はない。 

 

2) b）、c）および d）の反応は人名反応である。反応名を記せ。 
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問 Ｂ 以下に重水素で標識された出発物質を用いた４つの反応式を示す。a)からd)式の各

反応における主生成物を構造式で示せ。立体構造を示す必要がある場合は、それも

含めて解答せよ。主な生成物が二種類考えられる場合はそれも示せ。 
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